
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご愛用の皆様へ 

このたびはビシャモンのアヴェンタスリフト ASC32U/ASC32 をお買い上げいただきましてありが

とうございます。ご使用になる前に必ずこの説明書をお読みいただき、ご納得になった上でご使用くだ

さい。なお、この説明書は大切に保管していただき、万一紛失された場合は、速やかにご請求ください。 

取扱説明書が現品と異なる場合は、お買い上げいただいた販売会社までご請求ください。  

 

 

 

 

保守点検の実施をお願い致します。リフトによる安全な作業を行うためにまた、リフトの十分なる

機能を維持するために、定期的な保守点検の実施をお願い致します。 

取扱説明書 

 
アヴェンタスリフト 

ASC32U/ASC32 
 

22.11 

保守点検管理のお願い 
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まえがき 

このたびはビシャモンのアヴェンタスリフト ASC32U/ASC32 をお買い上げいただきましてありが

とうございます。ご使用になる前に必ずこの説明書を熟読いただき、十分ご納得になった上でご使用く

ださい。説明書の中の注意事項および使用方法等をよく読んでご使用いただかないと、十分な能力を発

揮できないばかりか車の落下や人身事故につながることになりかねませんので、十分熟知していただき

正しくご使用ください。改良のため、この取扱説明書の内容とお買い上げいただいた製品の仕様とが異

なる場合があります。製品や取扱説明書の内容についてご質問がある場合には、お買い上げいただいた

販売会社まで遠慮なくお問い合わせください。 

なお、この説明書は大切に保管していただき、万一紛失された場合は速やかに請求してください。 

また、製品に貼り付けてある警告シール等がはがれた場合には、販売会社にてお求めください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

この取扱説明書では「危険」「警告」「注意」について次のような定義と警告表示を使用

しています。警告表示は安全作業のために重要な事柄です。人身事故や財物損害防止のた

め重要な事柄が記載されていますので、必ずよく理解してからリフトを使用してください。 

 

 

取り扱いを誤った場合に使用者等が死亡、または重傷を負う危険性が切迫

して生じることが想定される場合。 

 

取り扱いを誤った場合に使用者等が死亡、または重傷を負う可能性が想定

される場合。 

 

取り扱いを誤った場合に使用者が傷害を負う可能性が想定される場合、 

および物的な損害の発生が想定される場合。 

 

 

 

 

 

 

 

用語および記号の説明 

 危険

 警告

 注意 
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１ 使用目的 

本製品は屋内用であり、洗車作業を除く軽～普通乗用車、RV 車、小型トラック（ロングボディは除く）

のオイル交換・部品交換・一般整備・車検整備を行うためのリフトです。 

 

 

２ 危険・警告・注意事項 

リフトをご使用いただく上での人身事故や、自動車の損傷を防止するための重要な事柄が記載されてい

ますので、必ずよく読み、よく理解してから使用してください。 

 

 

２-１ 一般的な安全遵守事項 

１．取扱説明書をよく読み、よく理解してから使用してください。 

２．このリフトは、使用方法を熟知した人以外使用しないでください。 

３．始業点検および定期点検は、取扱説明書の本文に従って必ず実施してください。 

４．運転時に、異音発生等、普段と異なる状態のときは、リフトの使用を禁止し、お買い上げいただ

いた販売会社に連絡して点検を受けてください。 

５．このリフトを自動車整備以外の目的に使用しないでください。 

６．警告シール等を取り外したり、改変したりしないでください。 

 

２-２ 使用上の注意 

※絵表示の絵の背後に描かれている図記号は次のような意味があります。 

 

 

 

 

 

 

リフトの操作中は、絶対に車の下方に立ち入らないこと。 

※死亡又は重傷の危険性があります。 

 

車が落下しそうな時は、支えないで、逃げること。 

※車の下敷きになり、死亡又は重傷の危険性があります。 

 危険

してはいけない 

特定の行為 

しなくてはいけない 

特定の行為 

取り扱いの誤りによって発生

する可能性のある警告注意 



4 

 

  

 

リフトを使う前に取扱説明書をよく読むこと。 

＊重要な警告事項が説明されています。 

警告事項に従わないと重大な事故につながります。 

 

車の重心を受台に黄色で指定された範囲内にセットすること｡ 

＊リフト昇降中または作業中の振動や部品脱着で自動車落下の危険性が 

あります。 

 

前後および左右の「片上げ」は厳禁。 

＊自動車の落下の危険性や変形の可能性があります。 

又、リフトの損傷の危険性もあります。 
 

 

安全装置等の改造は絶対禁止。 

＊万一の場合に作動せず重大な事故につながる恐れがあります。 

 

 

操作方法を熟知した人以外はリフトを使用禁止。 

＊誤った操作方法が原因で思わぬ事故が発生します。 

 

受台はリフティングポイント確実にセットすること。 

＊振動で受台が外れ、車が落下し、死亡又は重傷事故の可能性があります。 

 

 

 

 

 

 警告
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昇降時にリンクや受台に手足を入れないでください。 

＊はさまれて大ケガをします。 

  

 

車の下にミッションジャッキ等を当てたままリフトを下降させないでください。 

＊車が転落する危険性があります。 

 

 

昇降中は車の左右の傾きに十分注意してください。 

＊車が転落する危険があります。 

  万一傾いた場合には手順に従って修正してください。 

 

感電注意。 

操作盤、制御盤を開けた時は、感電注意。 

＊死亡又は重傷の危険性があります。 

 

リフトアップした車を大きく揺らさないこと。 

＊受台のセットが外れ、自動車の落下の危険性があります。 

 

重い部品の脱着時は自動車の転落に注意すること。 

＊受台のセットが外れ、自動車の落下の危険性があります。 

 

 

純正アタッチメント以外の使用禁止。 

＊外れ・破損等により車が落下し、死亡又は重傷事故の可能性があります。 

 

 警告
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取扱説明書をよく読んで理解してからご使用ください。 

＜準備＞ 

●このリフトは自動車の整備用リフトです。本来の目的以外には使用しないでください。 

●一箇所でも安全装置が正常に作動しない場合にはリフトを使用しないでください。 

●タイヤやリフト上面が濡れている場合はスリップすることがありますので注意してください。 

●受台ゴムの表面は常に清潔に保ち、油や泥が付着したままでは使用しないでください。 

●４つのスイングアームに荷重が均等にかかるように受台ゴムの高さを調整してください。 

●左右の受台にかかる荷重の差は 300kg 以内で使用してください。極端な偏荷重の場合、車が大

きく傾くおそれがあります。 

●受台は確実にリフティングポイントにセットし、明らかにリフティングポイントの無い車は上昇

させないでください。正しいリフティングポイントについては、車のサービスマニュアルを参照

してください。 

●リフトが併設されている場合、他のリフトの操作ボタンを間違えて操作しないように注意してく 

ださい。 

●最大能力以上の車を上げないでください。 

●人や荷物を乗せたまま車を上げないでください。 

＜上昇／下降＞ 

●リフトの昇降操作中は常に車やリフト周辺の状態に注意し、わき見をしながらの操作は絶対にし 

ないでください。 

●リフトが併設されている場合、他のリフトの操作ボタンを間違えて操作しないように注意してく 

ださい。 

●最大能力以上の車を上げないでください。 

●人や荷物を乗せたまま車を上げないでください。 

●車を上げる場合、受台が車に当たった時点で一旦停止させ、受台が正しいリフティングポイント 

にセットされていることを確認してください。 

●アームに車のピンチパネルなどが当たる場合には受台の調整ネジを伸ばして使用してください。 

●それぞれのアームに荷重ができるだけ均等にかかるように受台の高さが調節され、フレドメ装置

がアームを固定していることを確認してから車を上昇させてください。 

●フレドメ装置は車両の重量や衝撃によって発生した異常な荷重を支えるものではありません。 

偏荷重や受台の当て方の不良によって異常な力がフレドメ装置にかからないように受台を正し

くリフティングポイントにあててください。 

 

 

 

 

 

 注意 
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●車を下降させる場合、タイヤが接地した時点でスイングアームを収納し、その後に最下位まで下

降させてください。受台や床面を損傷させるおそれがあります。 

●リフトを完全に下降させて、スイングアームを収納してから車の乗り入れや退出を行ってくださ

い。車やリフトに損傷を与えることがあります。 

●昇降時には車の傾きに注意し、常に車が水平な状態であることを確認してください。もし傾いた

場合には直ちに操作を中止してください。 

●昇降中は車の左右の傾きに十分注意してください。 

受台高さに左右差（目安として約 100mm）が発生した場合は、車をリフトから降ろした状態で

リフトを最上昇位置まで上昇させて上昇ボタンを 2～3 秒間押し続けてください。 

その後最下位まで下降させて下降ボタンを 5～10 秒間押し続けてください。次に 300mm 位上

昇させ最下位まで下降させる動作を 2～3 回繰り返して左右の差が無くなるまで行ってくださ

い。 

●下降ボタンを押しても下降しないときには、一旦上昇させてから下降させてください。 

●ピット内やリフト本体の可動部に工具や部品を放置したまま操作しないでください。リフトの故

障や車の転落につながります。 

●車の昇降時にはリフトに近付いたり、リフトに触れたりしないでください。 

●昇降の際には車やリフト周辺に人や物が無いことを確認してから操作してください。 

＜作業＞ 

●リフトから離れる時や使用しない時には必ず最下位まで下降させておいてください。 

●作業前に降下止めツメが「入」の状態になっていることを確認してから作業に入ってください。 

●作業者以外はリフトの付近に立ち入らせないでください。 

●車を上昇させて作業者不在のまま長時間放置しないでください。放置している間に降下し、車に

損傷を与えるおそれがあります。 

＜その他＞ 

●リフトの改造をしないでください。十分な機能が発揮できず、重大な事故につながるおそれが 

 あります。 

●使用中や点検中に異常を発見した場合には直ちに使用を止め、異常部分の修理をしてください。

修理が終わるまではリフトを使用しないでください。 

●本リフトは耐水仕様にはなっていません。洗車や屋外、または湿気の多い場所では使用しない 

でください。 

●フィルターレギュレーターには 1.0MPa 以上の圧力のエアーを供給しないでください。フィル

ターレギュレーターが破損することがあります。 

●フィルターレギュレーターは必ず 0.7MPa にセットしてください。それ以上だとエアー切換え

バルブが破損する恐れがあります。 

●作業終了後はリフトを最下降位置まで下降させて、電源を切っておいてください。 

 ●非耐水タイプのリフトを洗車や屋外、湿気の多い場所では使用しないでください。 

 注意 
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３ 警告シールの種類と貼付位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①重心位置シール 必ず矢印の範囲内に車の重心を収めてください。車が最も安定する位置です。 

 

 

 

 

 

②能力表示シール 

 

 

 

③注意シール 

④注意シール      内容をよく読んでご使用ください。 

⑤危険・警告シール 

 

 

 

 

 

 

* シールには、人身事故や財物損害防止のための重要な事柄や、リフトの能力が記載されています。

使用中にシールが損耗・破損したり、はがれた場合は速やかに購入していただき、正しく貼付し 

てください。 

Cap・3,200kgs.(7,040lbs.) 
最大能力を示します。 

荷重は能力以内としてください。 

 注意 

④ 

③ 

① 

② 

② 

① 

② 

① 

② 

④ 

① 
③ 

ASC32U 

⑤ 

①「重心位置」シール 

② 能力シール 

③ 注意シール 

④「危険・警告」シール 

⑤ 銘板 

⑤ 

ASC32 
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４ 機械の構成と各部の機能 

ASC32U 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASC32 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別置油圧ユニット 

操作スイッチ 

フィルター 

レギュレーター 

スイングアーム

収納ボックス 

フロントカバー

降下止め装置

シリンダー 

スライドカバー

ピットカバーセンタ 

車輌進入方向 

Ｒ側 

Ｌ側 

受台

車輌進入方向 

Ｒ側 

Ｌ側 

収納ボックス 

スイングアーム

スライドカバー

降下止め装置

シリンダー 
内蔵油圧ユニット 

制御ＢＯＸ 

操作スイッチ 

フィルターレギュレーター 

フロントカバー

ピットカバーセンタ 

受台
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リフトの受台を昇降させるスイッチです。 

上昇ボタンを押すと上昇し、離せばその位置で停止します。 

下降ボタンを押すと安全装置を解除してから下降します。 

下降ボタンを離せばその位置で停止します。 

※上昇時／下降時ともスイングアームが旋回可能な高さで一旦停止し 

ます。上昇中に一旦停止位置で停止した場合は上昇ボタンを離し、 

再度上昇ボタンを押すことによりその位置から再上昇することがで 

きます。 

下降中に一旦停止位置で停止した場合には下降ボタンを離し、再度下降ボタンを押すことにより 

アームを収納することができます。上昇ボタンと、下降ボタンは同時には操作できません。 

 

 

 

スイングアームは、使用可能範囲内で旋回・

伸縮させて使用でき、スイングアーム先端に

あるアタッチメント（受台）をリフティング

ポイントに到達させるものです。 

スイングアームの使用可能範囲内には振れ止

め装置※が付いており、車のリフトアップ時に

働かせて使用します。（仕様可能範囲は仕様

図を参照のこと） 

※アーム一旦停止位置より上昇時には、自動的にアームの旋回を防止する仕組みになっています。 

上昇後にアームを旋回させたい場合は、振れ止め解除レバーを操作すれば可能となります。 

アーム一旦停止位置では自由に旋回でき、またスイングアームは自由に伸縮できます。 

 

 

 

   

 

 

 

 

フィルターレギュレーターに供給されるエアー

圧力（0.7～1.0MPa）を適正な圧力に減圧する

機能と、エアーの中の水をろ過する機能を持っ

ています。 

エアー圧力計の針は減圧されたエアー圧力を示

しています。 

P17 「7-2 フィルターレギュレーターの点検」

参照 

 

振れ止め解除レバー

スイングアーム 

操作スイッチ 

フィルターレギュレーター 

 

エアー圧力計 

圧力調整ツマミ 

水抜きバルブ 

 
上昇ボタン 

 

下降ボタン 

* スイングアーム振れ止め装置は、万一車が受台より浮いたときにアームが旋回してリフティング

ポイントから外れるのを防止するためのものです。偏荷重や誤った使用方法によって生ずる横方

向への力を支えることはできません。 

 注意 

アームの「使用可能範囲」は 

仕様図を参照してください。 
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標準品とオプション品があります。詳しくは販売会社までお問い合わせください。 

※オプションのアタッチメントについては P32 を参照ください。 

 

イージーアタッチメント FA（標準品） 

イージーアタッチメント各種（オプション品） 

上昇はアタッチメントの受台を上に引き上げるだけ、下降はレバーを押し下げるだけで簡単に受

台の昇降ができます。（下部の O リングがアームからの抜け止めの役割をします） 

取り外す際は、アタッチメントを上へ持ち上げてください。 

＜使用方法＞ 

アーム先端のアタッチメント挿入部に異物がないか確認し、イージーアタッチメントの回り止め

用の溝に回り止めボルトを確実に入れた上で、下降用レバーが切り欠き部にはまるようにセット

してください。 

車のサイドシルの方向と受台ゴムの溝の向きを合わせてイージーアタッチメントを引き上げ、受

台ゴムの溝にサイドシルがはまるようにセットします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アタッチメント 

* 下降させる際はイージーアタッチメントの下降用レバーのみを押し、他の部分に手を添えたり入

れたりしないでください。 

※受台が勢いよく下降するため、手を挟んでケガをするおそれがあります。 

* アタッチメントの回り止め用の溝に回り止めボルトが確実に入っ

ていること、また下降用レバーが切り欠き部にはまるようにセット

されていることを確認してください。 

※正しくセットされていないと、アタッチメントの破損や車輌が

バランスを崩して落下するおそれがあります。 

（MIN 56～MAX 103.7）※アタッチメントの寸法を記載 

切り欠き部

回り止めボルト

O リング 

受台／受台ゴム 

下降用レバー 

回り止め用の溝

回り止めボルト

切り欠き部

上
昇 

下
降 

 注意 

 警告
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フレームアタッチメント各種（オプション品） 

調整受台（オプション品） 

各フレームアタッチメントおよび調整受台は、アタッチメント調整ネジを回転させることにより高

さの調整が可能です。 

また、アタッチメントは上へ持ち上げると取り出すことができます。 

＜使用方法＞ 

アーム先端のアタッチメント挿入部に異物がないか確認し、フレームアタッチメント／調整受台

の回り止め用の溝に回り止めボルトを確実に入れてセットしてください。 

受台ゴムを回転させて車の指示部に合う状態にし、アームを上昇させてセットします。 

※調整受台（オプション品）の場合は、車のサイドシルの方向と受台ゴムの溝の向きを合わせてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

フレームアタッチメント等が収納できます。 

 

 

 

 

 

 

 

* アタッチメントの回り止め用の溝に回り止めボルトが確実に入っている

ことを確認してください。 

※正しくセットされていないと、アタッチメントの破損や車輌がバラン

スを崩して落下するおそれがあります。 

収納ボックス 

回り止めボルト

アタッチメント調整ネジ 回り止め用の溝

回り止めボルト

縮
む 

伸
び
る 

受台／受台ゴム（ガード付き） 

脱
着 

 警告
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フロントカバー 

リフトが上昇するとフラットカバーも一緒に上昇し

床面と面一になります。 

またリフトが下降すると一緒に収納されます。 

 

スライドカバー 

リフトが上昇すると、収納ボックスの下よりスライド

し、隙間を埋める働きをします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電気回路内の出力を停止させるスイッチです。押すと一切の操作ができなくなります。 

また、リフトが作動していた場合、直ちに停止します。 

時計回りに回すと解除され、通常通り操作できます。 

※出力停止スイッチでリフトを停止させた場合、必ずリフトに異常がないことを確認してから解除

を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力停止スイッチ 

フロントカバー・スライドカバー 

フロントカバー

スライドカバー

出力停止スイッチ

出力停止スイッチ

* 点検等でスライドカバーを取り外す場合、あるいは取り付ける場合は、必ずリフトを最下降位置

にしてから行ってください。リフトと干渉し、スライドカバーが変形するおそれがあります。 

フロントカバーが上昇してこない場合でも、手で引き上げないでください。 

* フロントカバーを昇降させる機構はスプリング式です。 

異物等の噛みこみにより昇降異常が発生した場合、異物が外れるとフラットカバーが急上昇します。 

* フロントカバーが急に上昇すると、手をはさんで骨折等のケガをするおそれがあります。 

* フロントカバーが上昇してこない場合はリフトを一旦最下降位置まで下降させてから再度リフトを上昇させてく 

ださい。 

   

操作不可能 

（出力停止中） 

操作可能 

操作方法 

 警告

 注意 
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５ 安全装置 

 

 

降下止め装置 

 

左右のシリンダーに取り付けてあり、油漏

れや万一の油圧ホースなどの破裂時にリフ

トが降下するのを防ぎます。 

ただし受台高さが、約 440mm 以下は降下

止めラックが無くツメはかかりませんの

で、注意してください。 

 

 

ヒューズバルブ 

（断流弁） 

 

万一の油圧ホースや配管類の破裂などでシ

リンダーから急激に油の流出があるとき油

の流出を止め、リフトおよび車の落下を防

ぎます。 

左右の配管の最もシリンダー寄りに取り付

けられています。 

 

 

リリーフバルブ 

 

リフトの能力を超える車を上昇させようと

したときや、リフトが最上昇位置まで上昇

したときに油圧を逃がし、リフトの破損、

事故を防ぎます。 

サブプレートに内蔵されています。 

 

 

サーマルリレー 

 

過負荷電流を検知し、電気回路を遮断し、

モーターの焼損を防ぎます。 

マグネットスイッチに取り付けられていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

降下止めツメ 

ヒューズバルブ 

リリーフバルブ 
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６ 作動原理 

アヴェンタスリフトは、電動油圧ポンプにより油圧シリンダーを作動させ、リンクを介して受台を持ち

上げます。左右の受台は油圧ユニット内のシンクロシリンダーにて油圧同調され、昇降動作をします。

また、同調の狂いを補正する機能があります。 

 

＜上昇＞ 

操作スイッチの上昇ボタンを押すと油圧ユニットが作動し、シンクロシリンダーの働きにより左右リ

フトシリンダーに同量の作動油を送り込み、左右リフトが同調して上昇します。 

上昇ボタンより手を離すと油圧ユニットの作動は止まり、リフトシリンダーに送り込まれたオイルは

下降バルブ（逆止弁）で止められ左右の受台はその高さで停止します。 

降下止めツメは上昇時、停止時は常に“IN”の状態となっています。 

 

＜下降＞ 

操作スイッチの下降ボタンを押すと、降下止めツメが外れます。左右の降下止めツメが完全に外さ

れると、油圧回路が下降側に切り換わるとともに油圧ユニットが作動し、リフトを強制的に下降さ

せます。 

 

＜同調補正＞ 

リフトの同調が狂った場合は、以下の方法で同調を行います。 

車をリフトから降ろした状態でリフトを最上昇位置まで上昇させて上昇ボタンを 2～3 秒間押し続

けてください。 

その後最下降位置まで下降させて下降ボタンを 5～10 秒間押し続けてください。 

次に300mm位上昇させ最下降位置まで下降させる動作を2～3回繰り返して左右の差が無くなる

まで行ってください。 

※改善しない場合は再度、最上昇位置まで上昇させて同調補正を行ってください。 

 

上 昇 

 

上昇ボタン ON     モーター回転    シンクロシリンダー作動    同調上昇 

 

 

下 降 

 

下降ボタン ON                                    同調下降 

 

 

 

 

本製品は油圧シリンダーにより上昇しています。油圧機器の性質上、リフトは極めて微少ながら 

降下していきます。リフトを長時間同じ高さで保持することはできませんのでご承知ください。 

 

 

シンクロ 
シリンダー作動 

油圧回路 
切り替え 

降下止め 
ツメ解除 

モーター 
回転 

解 説 
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７ 始業点検 

７-１ 始業点検項目 

毎日作業前に必ず始業点検を行ってください。なお、点検は車をのせないで行ってください。 

 

 

 

 

 

 

点検箇所 内容 点検方法 

受      台 

受台が変形、摩耗していないか 目視 

アームに変形はないか、錆びによるふくらみはないか 目視 

アームを一杯に引き出した時、抜け止めは確実に働くか 実施 

受 台 ゴ ム 

（アタッチメント） 

変形・破損・摩耗はないか 

汚れ（水・油・泥）はないか 
目視 清掃 

本 体 

車両を載せない状態で、リフトおよびアームがスムーズに昇降するか 

（フルストローク動作） 
目視 

異音はないか 聴取 

リフト本体の外観上に異常（破損・歪・傷等）はないか 目視 

油 圧 ユ ニ ッ ト  
油圧ユニットからの油漏れはないか 聴取 触感 

昇降時異音はないか 聴取 

エ ア ー 回 路  

エアーは適正な圧力で供給されているか（設定圧は 0.7MPa）※ 目視 

フィルターレギュレーターの水抜き（水が入っていないことを確認）※ 目視 水抜操作 

エアー管、継手からエアー漏れはないか 聴取 

降 下 止 め 装 置  降下止め装置は下降時以外に掛かっており、下降時に外れることを確認 目視 聴取 

操 作 ス イ ッ チ  
操作スイッチに変形、破損はないか 

スイッチコード外被にキズや変形はないか 
目視 

排 水 排水・排泥はされているか 目視 

フ ロ ン ト カ バ ー 
昇降はスムーズか、床面まで上昇するか 

最上昇位置まで上昇しているか 
目視 

アーム取付ボルト 緩み・曲がりはないか 目視 増締 

エ ア ー ホ ー ス  エアー漏れはないか 聴取 

電 気 系 統  電気系統に異常はないか、作動は良好か 目視 聴取 

リモコンスイッチ リモコンの表示どおり作動することを確認、また損傷状況を確認 目視 

※P17「7-2 フィルターレギュレーターの点検」参照 

 

 

 

* 異常と思われる箇所が発見された場合は、異常箇所の修復を完全に行うまでリフトの使用を禁止し

て直ちに販売会社に連絡してください。そのままお使いになるとリフトの破損および重大な事故に

つながります。 

 

 注意 
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７-２ フィルターレギュレーターの点検 

フィルターレギュレーターに供給されるエアー圧力（0.7～1.0MPa）を適正な圧力 0.7MPa に減圧す

る機能と、エアーの中の水をろ過する機能を持っています。エアー圧力計の針は減圧されたエアー圧力

を示しています。 

 

＜減圧方法＞ 

① フィルターレギュレーターに供給されているエアー 

圧力が 0.7MPa 以上あることを確認します。 

② フィルターレギュレーター上部のネジをゆるめます。 

③ エアー圧力計の針を見ながら、圧力調整ツマミを 

回して 0.7MPa に合わせます。 

④ フィルターレギュレーター上部のネジを締付けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜水抜き方法＞ 

① 水抜きバルブを押し上げてください。 

エアーと一緒に水が噴き出してきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水抜きバルブ 

* フィルターレギュレーターに供給されるエアー圧力（一次側圧力）の適正値は 0.7 ～1.0MPa 

です。※1.0MPa 以上の場合フィルターレギュレーターが破損するおそれがあります。 

* 作業前に必ずエアー圧力計の針が 0.7MPa になっているか確認してください。 

0.7MPa 未満の場合、リフトが誤作動するおそれがあります。 

また、0.7MPa 以上の場合、セレックスバルブが破損するおそれがあります。必ず 0.7MPa に

合わせてください。 

* フィルターレギュレーターの水抜きは毎日必ず行ってください。 

水が溜まると故障の原因となります。 

 

エアー圧力計 

圧力調整ツマミ 

② 

増圧 
減圧 

③ ③ 

ネジ 

 注意 

 注意 
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８ 使用方法 

８-１ 車の進入準備 

※適応車種：軽～普通乗用車、RV 車、小型トラック（ロングボディは除く） 

 

 

 

 

 

リフトはスイングアームを収納し最下降位置まで下降させておいてください。 

この時リフトや車の進入路周辺に工具や部品などありましたら移動させてください。 

なお、アタッチメントはイージーアタッチメント FA 以外を取り付けた場合、床面よりも上に出てい

ます。邪魔になる場合は外してください。 

 

 

８-２ 車の進入 

 

 

 

 

 

リフトの中心に車を静かに進入させ、車の重心が受台側面に指示された範囲に入るように車を停止し

てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* リフトはスイングアームを収納し最下降位置まで下降させておかないと、受台やスイングアーム  

 に車が衝突し、車やリフトの破損につながるおそれがあります。 

* 車の重心を重心位置ラベルで指定された範囲内にセットすること。 

リフトの昇降中または作業中の振動や部品の脱着などで自動車が落下するおそれがあります。 

* 車両はゆっくり進入させ、急発進・急停車はしないでください。 

進入時、車のタイヤでアタッチメントおよびスイングアームを踏まないように注意してください。 

 注意 

 注意 

 警告
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８-３ リフティングポイントの選定 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 操作スイッチの上昇ボタンを押します。 

  スイングアームが旋回可能な高さまで上昇してその位置で一旦停止し、保持します。 

② スイングアームを旋回・伸縮させてアタッチメントの受台ゴムをリフティングポイントに合わせ、

各受台荷重が均等にかかるようにアタッチメントの高さを調整してください。 

イージーアタッチメント FA は、上昇時にはアタッチメント上部の受台を上に引き上げ、下降時に

はレバーを押し下げると高さの調整ができます。（P11 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 車を支持する場所は、自動車メーカーが指定するリフティングポイントとし、他の部品で支持し

ないでください。車の変形・バランスの悪化につながります。また、明らかにリフティングポイ

ントの分かっている車以外はリフトアップしないでください。 

* 前後および左右の「片上げ」は厳禁。 

* アタッチメントは正しいリフティングポイントに確実にセットし、必ず安定のよい水平な場所に

当ててください。斜めになっている所など不安定な場所に当てると、アタッチメントが外れたり

バランスを崩したりして車が落下するおそれがあります。 

* ４つのアタッチメントに荷重が均等にかかるようにアタッチメントの高さを調整してください。

アタッチメントが外れて車が落下するおそれがあります。 

* スイングアームを上昇させるときは、リフトから離れて上昇ボタンを押してください。 

* スイングアームはなるべく大きく広げて使用してください。 

* アタッチメントの回り止め用の溝に回り止めボルトが確実に入っ

ていること、また下降用レバーが切り欠き部にはまるようにセット

されていることを確認してください。 

※正しくセットされていないと、アタッチメントの破損や車輌がバ

ランスを崩して落下するおそれがあります。 

切り欠き部

回り止めボルト

 警告

 注意 

 警告
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※小型トラックをリフトアップする場合には、オプションのフレームアタッチメントを使用してくだ   

さい。標準の乗用車受台とオプションのフレームアタッチメントを取り替えて使用してください。 

オプションのフレームアタッチメントについては P32 を参照ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 小型トラックのリフトアップには専用のフレームアタッチメントを使用してください。 

無理に乗用車用アタッチメントでリフトアップすると、アタッチメントが外れて車が落下する 

おそれがあります。 

 

受台ゴム 

受台 

フレームアタッチメント 
（オプション） 

脱
着 

* アタッチメントの回り止め用の溝に回り止めボルトが確実に入っている

ことを確認してください。 

※正しくセットされていないと、アタッチメントの破損や車輌がバランス

を崩して落下するおそれがあります。 

回り止めボルト

 警告

 注意 
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８-４ 上昇操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 操作スイッチの上昇ボタンを押すとリフトが上昇します。 

スイングアームが旋回可能な高さまで上昇すると自動的に停止します。 

アタッチメントが正しいリフティングポイントにセットされていること確認してください。 

もし正しく当たっていなかったら再度調整を行ってください。 

② 再度上昇ボタンを押して、リフトを上昇させてください。 

③ 正しくアタッチメントがセットされていたらタイヤを 20mm ほど浮き上がるまで上昇させ、車を

ゆっくりと上下に揺すってバランスを確かめてください。 

バランスが悪い場合には車の重心をできる限りリフトの芯に近づけて再度確認してください。 

それでもバランスの悪い車はリフトアップしないでください。 

④ 車のバランスが良ければ、作業する高さまで上昇させてください。 

最上昇位置まで上昇したら速やかに上昇操作をやめてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 操作前、操作中はリフトの下や周囲に人や物が無いことを確認してください。 

また、わき見しながらの操作は絶対にしないでください。 

重大な事故につながります。 

* 能力は 3200kg です。これを超える車をリフトアップしないでください。 

リフトの破損につながります。 

  

*  リフトの操作中は絶対に自動車の下方に立ち入らないこと。 

 危険

 警告

 注意 

フロントカバーが上昇してこない場合でも、手で引き上げないでください。 

●フロントカバーを昇降させる機構はスプリング式です。 

異物等の噛みこみにより昇降異常が発生した場合、異物が外れるとフラットカバーが急上昇します。 

●フロントカバーが急に上昇すると、手をはさんで骨折等のケガをするおそれがあります。 

●フロントカバーが上昇してこない場合はリフトを一旦最下降位置まで下降させてから再度リフトを上昇させてく

ださい。 

 警告
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８-５ 作業中 

 

 

 

 

 

 

 

 

８-６ 下降操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* リフトアップした車を大きく揺すらないこと。 

受台のセットが外れ、車が落下するおそれがあります。 

* 重い部品の脱着時は自動車の転落に注意すること。 

バランスを崩し、車が落下するおそれがあります。 

* リフトの操作中は絶対に自動車の下方に立ち入らないこと。 

* 部品脱着のために車の下にミッションジャッキ・棒等を入れた状態での下降禁止。 

受台のセットが外れ、車の落下のおそれがあります。 

* 受台の下に足を入れないこと。 

はさまれて大ケガをします。 

* 操作前、操作中はリフトの下や周囲に人や物が無いことを確認してください。 

* わき見しながらの操作は絶対にしないでください 

重大な事故につながります。 

*下降ボタンを押しても下降しない場合、一度上昇させてから再度下降させてください。 

* リフトに供給されるエアーが低い場合、下降ボタンを押してもリフトが作動しない場合がありま

す。その時には、まずエアー圧力計が 0.7MPa になっているかを確認してください。 

* 下降させる前に、ピットカバー上面やピットの隙間に異物が無いことを確認してください。 

異物があるとピットカバーや受台を破損するおそれがあります。 

* スライドアームをリフトアーム内に確実に収納してからアームを回転させ、受台収納部内に収ま

ることを確認してから再度下降ボタンを押してください。 

スライドアームが引き出された状態で最下降位置まで下降させるとスライドアームがフロアに

乗り上げアームピンを変形させる場合があります。 

* 車を途中まで下降させて作業者不在のまま長時間放置しないでください。 

放置している間に降下し車に損傷をあたえるおそれがあります。 

* 受台を最下降位置まで下げたときは、左右の受台の高さを均等にするために、必ず下降ボタンを

５秒以上押し続けてください。 

 警告

 危険

 警告

 注意 
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① 操作スイチの下降ボタンを押すとリフトが下降します。  

スイングアームが旋回可能な高さまで下降すると自動的に停止します。 

② スライドアームをリフトアーム内に収納してください。 

スイングアームを回転させ受台収納部に収まる位置（ストッパーに当たるまで）に移動させます。

（受台収納部の周囲に接触しないことを確認してください） 

受台収納部の周囲に接触しないことを確認し、再度下降ボタンを押すとスイングアームが受台収納

部内に収納されます。 

③ リフトが最下降位置まで下降したら、必ず下降ボタンを 5 秒以上押し続けてください。 

（リフト最下降位置にて下降ボタンを押すことにより、左右差の出た受台の高さを均等にします） 

④ アタッチメントは種類によってフロアレベルより出ている場合があります。 

邪魔になる場合は外して収納ボックス内に収納してください。 

スイングアームが干渉し収納されなかった場合には、上昇ボタンを押してリフトを上昇させ、スイ

ングアームが干渉しない位置にセットしてから再度下降操作を行ってください。 

⑤ リフトが最下降位置まで下降していることを確認してください。 

受台が途中で止まっていると、車やリフトの破損につながります。 

 

 

８-７ 車両の退出 

受台を必ず最下降位置まで下降させてからゆっくり退出してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リフトを必ず最下降位置まで下降させてから車の退出を行ってください。 

スイングアームおよびアタッチメントを踏まないように注意してください。 

アタッチメントは、イージーアタッチメント FA 以外を取り付けた場合、フロアレベルよりも上に出

ています。邪魔になる場合は外してください。 

 

 

８-８ 作業終了後の清掃 

作業が終了したら、受台やリフトエリア内に付着したオイルやグリスなどをきれいに拭き取ってくだ

さい。このとき何か異常が発見された場合は直ちに販売会社にご相談ください。また安全のため、最

下降位置まで下げて主電源（ブレーカー等）を切ってください。 

またコンプレッサのドレン排出をして、リフトへの供給エアーを乾燥した清浄なものとするようにし

てください。 

 

* リフトが最下降位置まで下降していることを確認してください。 

※受台が途中で止まっていると車やリフトの破損につながります。 

* 車両はゆっくり退出させ、急発進・急停車はしないでください。 

* 車の退出時、車のタイヤでアタッチメントおよびスイングアームを踏まないように注意してくだ 

さい。 

 

 注意 
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９ 保守点検 

保守点検とは始業点検と共に、安全（自動車の落下事故および人身事故防止）ならびに、リフトを長く

ご利用いただくための大切な点検です。 

安全にご使用していただくために毎日の始業点検に加え、必ず月に一度の保守点検を実施してください。 

なお、日常の取り扱い時に少しでも異常と思われる箇所が発見された場合は、直ちにリフトの使用を中

止して確実に修理し、安全を確認した上で使用してください。 

異常箇所の修理には、お買い上げいただいた販売会社に依頼していただくことをお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

点検箇所 点検項目 点検要領 参照項 

給油箇所 各グリスニップル 各給油箇所にグリスアップ 9-1 

ピット内 ピット内の排水、異物 
本体を上昇させ、ピット内の排水はされているか、
および異物が無いかの確認をする 

9-2 

降下止め装置 
降下止めツメの作動状
態 

上昇時にカチカチと音を立てながら上昇すること 9-3 

エアー回路 継手・エアーチューブ ひび、エアー漏れはないか  

制御盤 
各電気機器（マグネット
スイッチ、リレー等） 

正常に動いているか、破損の有無、端子の緩みの
有無 

 

ボルト・ナット類 緩み 緩みの有無、増締め  

アーム取付ボルト 緩み 緩みの有無、増締め  

本体 錆の状況 錆の有無  

振れ止め装置 振れ止め装置の作動 
一旦停止位置でスイングアームが旋回するか 
また一旦停止位置から 150mm 以上上昇させた
場合、振れ止め装置が働くか 

9-4 

アーム 
ストッパーの作動 
アームの肉厚 

スライドアームをいっぱい引き出したときにスト
ッパーが働くか、アームの肉厚は標準内か 

9-5 

調整受台 

（アタッチメント） 

ストッパーの作動 
がたつき 

【ワンタッチ調整式】 
下降用レバーは引っ掛かりなくスムーズに動き、ストッ
パーが確実に働くか 

【ネジ調整式】 
アタッチメントの受台を回転させ
最上昇位置まで伸ばしたとき、 
ストッパーが確実に働くか 

アタッチメントの受台部を持って
上下に動かした場合のがたつき
は 2mm 以内か 

上記の保守点検に加え年に一度、専門業者による定期点検を実施してください。 

定期点検の実施についてはお買上げいただいた販売会社へご依頼ください。 

安全にご使用していただくために 
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９-１ 給油箇所図 

下記の給油箇所にグリスアップを行ってください。 

給油箇所には、リチウム系のグリスを使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※上図の A 部 （フロントカバー摺動部／フロントカバーリミット検知装置） のみ「パワーライト WR 

No.1」を推奨グリスとします。その他の給油箇所には、リチウム系のグリスを使用してください。 

（詳細は次ページをご参照ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 点検等でスライドカバーを取り外す場合、あるいは取り付ける場合は、必ずリフトを最下降位置

にしてから行ってください。リフトと干渉し、スライドカバーが変形するおそれがあります。 

 注意 

＜グリスニップルについて＞ 

グリスガンではグリスが入らない場合があります。 

エアーもしくは電動のグリス用ルブリケーターをお使いください。 

 注意 

受台 

（４ヶ所） 

ネジ部（グリス） 

支点部（２ヶ所）

（グリス）

支点部（２ヶ所）

（グリス）

ガイドローラー転動部（4 ヶ所）

（グリス）

支点部（２ヶ所）

（グリス）

支点部（２ヶ所） 

（グリス） 

A 部 スライドカバー摺動部

（４ヶ所）

（グリス）

シリンダー上端部（２ヶ所） 

（グリス） 

支点部（２ヶ所） 

（グリス） 

支点部（２ヶ所） 

（グリス） 

A 部 
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下図の箇所は「パワーライト WR No.1」を推奨しています。（Ｒ側とＬ側にあります） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推奨グリス：協同油脂製「パワーライト WR No.1」 

※ご注文の際は、製品をお買い上げいただいた販売会社に連絡して下記の品目コードをお伝えください。 

【品目コード： 39000576 】 パワーライト ＷＲ Ｎｏ.１ ４００ｇ 

 
 

 

 

 

 

 

９-２ ピット内の点検 

ピット内の排水状態の確認、また異物が無いかの確認を行ってください。 

 

９-３ 降下止め装置の点検 

下記イラスト部分の降下止めツメが、上昇時にカチカチと音を立てながら上昇することを確認してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* パワーライト WR No.1 を準備できない場合は、劣化したグリスを念入りに取り除き、耐水性の

高いカルシウム系のグリスをご使用ください。 

フロントカバー摺動部 

フロントカバーリミット検知装置 

降下止め装置 

 

降下止めツメ 

 注意 
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９-４ 振れ止め装置 

リフト一旦停止位置で振れ止め装置のロックが確実に解除され、スイングアームが４本ともスムーズ

に旋回するか確認してください。 

リフトを一旦停止位置から 150mm 以上上昇させて振れ止め装置ロックギヤとロックピースが確実

にかみ合わないときは、部品の摩耗または調整不良が考えられます。 

部品交換またはロックギヤとロックピースのかみ合いを調整してください。 

 

 

９-５ アーム 

スライドアームを一杯に引き出した時、確実にストッパーが効くか。 

ストッパーボルト（アーム１本につき４ヶ）にゆるみはないか確認してください。（Ａ図参照） 

異物、錆などによりスライドに支障をきたしていないか確認してください。 

スライドアームＢの肉厚が薄くなっていないか確認してくだい。（Ｂ図参照） 

標準寸法より 20％薄くなったときは交換を実施してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９-６ 使用作動油 

本製品はギヤポンプを使用しており、その性能は使用作動油によって大きく影響しますので、作動油

を補充する場合には必ず下記作動油の種類をご確認ください。 

また作動油は定期交換が必要です。設置後 1 年にて、その後は３年ごとに交換を実施してください。

なお、交換については、お買い上げいただいた販売会社にご依頼ください。 

●作動油の種類 

粘度区分 ISO VG32 耐摩耗性油圧作動油（使用量 ASC32：16L ／ ASC32U：18L） 

 

標準肉厚 限界肉厚 

6ｍｍ 4.8ｍｍ 

 

ストッパーボルト 

リフトアーム 

スライドアームＢ 

Ａ 

Ｂ 
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１０ 故障と対策 

ここでは、ご使用される皆様が手掛けることのできる比較的やさしい故障の処置を述べています。 

この他の故障や不審な点がありましたら、お買い上げいただいた販売会社までご連絡ください。 

 

症状 原因 処置 

上
昇
も
下
降
も
し
な
い 

モ
ー
タ
ー
回
転
し
な
い 

一次側電源がきていない 電源を入れる 

ヒューズが切れている 
原因を調べてヒューズ交換をする 

（１Ａヒューズ） 

マグネットスイッチのサーマルがとんでいる 原因を調べてリセットする 

マグネットスイッチの接点が焼けている 原因を調べてマグネットスイッチを交換する 

電気回路の断線 断線箇所の調査・修復 

リフトに供給されるエアー圧力が低い エアー圧力を指定圧にする 

モーターの断線・焼付き 原因を調べてモーターを交換する 

操作スイッチの接点不良 操作スイッチの交換 

モ
ー
タ
ー 

回
転
す
る 

モーターが逆転している 一次側配線のＲとＴを入れ替える 

単相運転している 原因を調べて修復する 

リンク下部のローラーに異物があたっている 除去する 

作動油の不足 作動油減少の原因を調べて補充する 

上昇しない 作動油の不足 作動油減少の原因を調べて補充する 

下降しない 

作動油の不足 作動油減少の原因を調べて補充する 

降下止めツメがラックにかかっている 一旦上昇させてから下降させる 

エアーの圧力が 0.7MPa 以下になっている 
フィルターレギュレーターの調整または元圧の

圧力調整 

上昇しても徐々に下がる 配管・高圧ホースの油もれ 増し締め 

上昇・下降速度が遅い 

オイルタンク内のオイルフィルターも目詰まり オイル交換・オイルフィルターの掃除 

能力以上の車をリフトアップしている 能力以上の車はリフトアップしない 

左右の受台の高さが違う 油を循環させていない 同調補正を行う（P15 参照） 

最上昇位置で大きな音が

する 
リリーフバルブの作動音です 正常です 

フロントカバーが最上昇

位置まで上昇しない 
異物が引っ掛かっている 

リフトを一旦最下降位置まで下降させてから再

度リフトを上昇させてください 
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１１ 仕 様 

ASC32U 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本仕様等は予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承願います。 

※改造品の場合は仕様が異なる場合がありますので、別紙改造仕様図をご参照ください。 
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ASC32 
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１２ 総合回路図 

※改造の場合は回路図が異なることがありますので、別紙配線図をご参照ください。 

電気回路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

油圧回路図                   エアー回路図 

                                 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

M モーター 

MC マグネットスイッチ 

TH サーマルリレー 

F ヒューズ 

D 整流器 

PB1 リフト上昇ボタン 

PB2 リフト下降ボタン 

SOL1 セレックスバルブ 

SOL2 下降バルブ 

SOL3 切換バルブ 

PS1 爪解除検知用圧力スイッチ 

LS1 一旦停止検出 LS（R 側） 

LS2 一旦停止検出 LS（L 側） 

 



32 

 

１３ アタッチメント（オプション）について 

標準アタッチメントの他にオプションのアタッチメントがあります。 

使用するアタッチメントは機種により種類が異なりますので、ご注文の際はお問い合わせください。 
 

■ フレームアタッチメント LA／LB／HA／HB ＜フレーム向け＞ 

ＲＶ車やワンボックス車などフレームにリフティングポイントがある車に使用できます。 

 

■ ライトフレームアタッチメント LA／LB ＜フレーム向け＞ 

特殊素材の樹脂を使用し、従来のフレームアタッチメントに比べて重量が約半分に軽減しました。 

 

■ イージーアタッチメント LA／LB／HA／HB ＜フレーム向け＞ 

簡単にセッティング可能なイージーアタッチメント機能を、フレームアタッチメントにも採用しました。 

 

■ 調整受台（その他の種類についてはお問い合わせください） 

用途に合わせて高さや種類を選択できます。 

  ＜サイドシル向け＞  

 

 

※アタッチメントの寸法を記載 

LA（ガード付き） LB（ガードなし） 

 

HA（ガード付き） 

 

HB（ガードなし） 

 

※従来のフレームアタッチメントより最低高さが約 15mm 高くなります。 

LA（ガード付き） LB（ガードなし） 

 

HA（ガード付き） 

 

HB（ガードなし） 

 

MIN112.5～MAX177.5mm※ MIN199.5～MAX349.5mm※ 

MIN126～MAX177.5mm※ MIN212～MAX349.5mm※ 

（洗車/耐水タイプには使用できません） 

調整受台 D 

MIN88.5～MAX125mm※ 

LA（ガード付き） LB（ガードなし） 

 

MIN112.5～MAX177.5mm※ 

（洗車/耐水タイプには使用できません） 
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１４ 設置（据付）および移設について 

本製品の設置（据付）および移設は、お買い上げいただいた販売会社へ依頼してください。 

移設の場合は販売会社による点検を実施してください。 

 

 

１５ 廃棄について 

本製品の廃棄については、鉄鋼材・非鉄材・樹脂材・作動油に分別してください。 

特に作動油の処理方法は、法令で義務付けられています。法令に従い適正に処理してください。 

ご不明な場合は販売会社へ相談のうえ処理してください。 

 

 

１６ 商品保証規定 

無償修理規定 

取扱説明書、本体注意シール等の注意書きに従って正常な使用状態で保証期間内（納入後 1 年以内）に

故障した場合は、弊社の責任において無償にて欠陥部品の手直し、修理、取り替え、交換部品の送付を

いたします。ただし、二次的に発生する損失の保証および、次の場合に該当する故障は保証しかねます。 

 

（１）使用上の誤り、保守点検、保管等の義務を怠ったために発生した故障および損傷。 

（２）商品の作動機構に悪影響を及ぼす変更（改造）を加え、それが原因で発生した故障および損傷。 

（３）消耗品が損傷し取り替えを要する場合。 

（４）火災、地震、風水害､その他天災地変等、外部に要因がある故障および損傷。 

（５）指定された純正部品を使用されなかったことに起因する場合。 

（６）日本国外で使用される場合。 

（７）保証請求手続きが不備の場合。（例：型式および機体番号の連絡がない場合 etc.） 

（８）設置に原因がある故障および損傷。 

（９）弊社販売会社および弊社以外で行われた修理。 

（10）酷使・過失または事故によって生じたと認められる故障。 

 

なお、本製品およびその付属品に使用されているゴム部品等のあらゆる自然消耗する部品、ならびに 

消耗品については保証の適用は除外させていただきます。 

 

 

 

 

 

保証請求方法 

上記規定に基づき本製品の保証請求を行う場合は、お買い上げいただいた販売会社までご連絡ください。

販売会社において必要な手続きを実施いたします。 

なお、保証の可否は勝手ながら弊社において判断させていただきますのでご了承ください。 

 

 

本製品は屋外設置および耐水仕様になっておりませんので、錆・ 

腐食・漏電等の水による故障は保証いたしておりません。 
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１７ アフターサービスについて 
 

調子が悪い時 まずこの取扱説明書をもう一度ご覧になってお調べください。 

それでも調子が 

悪い時 

無償修理規定に従い修理いたしますので、お買い上げいただいた販売会社へ修理を

依頼してください。 

保証期間内の修理

について 

保証期間は納入後１年以内です。 

無償修理規定の記載内容に基づいて修理いたします。 

保証期間後の修理

について 

お買い上げいただいた販売会社へご相談ください。修理によって機能が維持できる

場合は、お客様のご要望により有料修理させていただきます。 

補修用性能部品 

の保有期間 

本製品の補修用性能部品の最低保有期間は製造打切り後 20 年間です。 

（性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です） 

アフターサービスについての詳細、その他ご不明な点は、お買い上げいただいた販売会社へお問い合わ

せください。お問い合わせいただく際には、次のことをお知らせください。 

型式・機体番号・購入年月日・故障状況（できるだけ詳しく） 

 

上記事項を下表に記録しておくと、お問い合わせの際に便利です。 

型 式  

機 体 番 号 Ｎｏ. 

購入年月日      年    月    日 

購 入 店 名 
社名： 担当者： 

住所： 電話： 

設 置 業 者 
社名： 担当者： 

住所： 電話： 

故障日・状況 

 年    月    日 状況： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OM-ASC32U 2211⑨1911-Ｓ 

http://bishamon.co.jp  E-mail:sales@bishamon.co.jp 

〒444-1394 本社 愛知県高浜市本郷町４丁目３番地２１  tel.0566-53-1126 fax.0566-53-1844 

〒146-0083 東京 東京都大田区千鳥２丁目２番１２号  tel.03-3759-9722 fax.03-3759-9723 

〒537-0002 大阪 大阪府大阪市東成区深江南２丁目３番２２号  tel.06-6747-7617 fax.06-6747-7618 

[その他営業拠点   仙台 ・ 前橋 ・ 広島 ・ 福岡   

 

販売会社、または施工業者の方へのお願い 

この取扱説明書は、必ずお客様にお渡ししてください。 


